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ご説明
します

うどんこ病とはウドンコカビ科に属する菌による病気で、うどんの粉をまき散ら
した様な病斑を形成します。ウドンコカビ科は16属・約900種が知られており、
約1万種の被子植物に感染します｡（裸子植物・シダ植物には感染例はありません）
この病気に感染・病勢が進展すると…
葉部：光合成阻害⇒生育不良、糖度不足など品質低下
果実：商品価値を損なう

といった被害を受けます。
先に述べた様に多岐にわたる種が確認されているうどんこ病ですが、寄生様式から
２つのタイプに分けられます（下図）

表皮寄生 ectophytic 内部寄生 endophytic

主な宿主 学名

小麦 Blumeria graminis

いちご Podosphaera aphanis

きゅうり
Golovinomyces
cucurbitacearum

トマト Erysiphe cichoracearum

りんご Podosphaera leucotricha

ぶどう Erysiphe necator

●菌体のほとんどが表皮に露出している。
●吸器という細胞を植物細胞に挿し、
養分を吸収する。

主な宿主 学名

トマト Oidiopsis sicula

ピーマン Oidiopsis sicula

なし Phyllactinia mali

かき Phyllactinia kakicola

●菌体が葉内の細胞間隙を進展。
●気孔を通して葉内に進入、分生子柄を
気孔から伸長し分生子を放出。

薬剤が届きにくく防除が難しい

三重大学生物資源学部 高松 進 著「ウドンコカビの進化を探る」より引用



うどんこ病菌の生活環（模式図）

予防剤⇒「予防的条件」で
効果を発揮する殺菌剤

(うどんこ病では「胞子発芽」
から「吸器形成」まで)

治療剤⇒「治療的条件」で
効果を発揮する殺菌剤

(うどんこ病では「吸器形成」
から「胞子形成」まで)

うどんこ病は病斑が見えなくても既に感染している事があります。
薬剤散布をしてもなかなか病気が収まらないのはこのためです。

病斑のないイチゴ葉

顕微鏡で

付着器を形成した胞子 吸器

観察すると

うどんこ病が発生する時期になったら
病斑が見えなくても早めの予防殺菌剤の散布を!!

イチゴの場合、感染から病斑が見えるまで1週間程度かかります

うどんこ病菌の生活環～予防的条件と治療的条件～▶



適用病害と使用方法

※本内容は平成30年10月24日付の登録内容に基づいています

作物名 適用病害名 希釈倍数 使用液量 使用時期
本剤の
使用回数

使用
方法

イミノクタジンを含む
農薬の総使用回数

ピリオフェノンを含む
農薬の総使用回数

きゅうり
うどんこ病
灰色かび病
褐斑病

1,000倍
100～
300L
/10a

収穫前日
まで

３回以内

散布

７回以内

３回以内
いちご

うどんこ病
灰色かび病

２回以内
10回以内

(育苗期は5回以内、
本圃では5回以内)

すいか うどんこ病

３回以内

４回以内

メロン
うどんこ病
つる枯病

５回以内

かぼちゃ うどんこ病
収穫7日前

まで
２回以内 ４回以内 ２回以内

うどんこ病におすすめの殺菌剤（ラミック顆粒水和剤）▶



〒102-0071 東京都千代田区富士見2-10-2
TEL 03-6256-9170 FAX 03-3263-2078

本社 普及部

弊社では、圃場の土壌を御送付頂き、その土壌中のセンチュウ量を測定し、
防除計画の御参考にして頂く無料サ－ビスを継続実施しております。

石原の農薬登録情報

●2019年2月5日～2月25日までの間に登録された弊社の新農薬（適用拡大を含む）は、次の通りです。
（下線部が適用拡大になりました。）

<適用病害虫名の追加>
・作物名「かんきつ」の適用病害虫名に「コアオハナムグリ」、「ケシキスイ類」、「ミカンバエ成虫」を追加する。
・作物名「おうとう」の適用病害虫名に「カメムシ類」を追加する。
・作物名「キウイフルーツ」の適用病害虫名に「クワゴマダラヒトリ」を追加する。
<作物名の追加>
・作物名「未成熟とうもろこし」を追加する。

2月13日 適用拡大

テルスターフロアブル

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期
本剤の
使用回数

使用
方法

ビフェントリンを含む
農薬の総使用回数

かんきつ

カネタタキ
アブラムシ類

3,000倍

200～700L
/10a

収穫
前日まで

３回以内

散布

３回以内

カメムシ類
アザミウマ類
ミカンハモグリガ
コアオハナムグリ
ケシキスイ類
ミカンバエ成虫

3,000～
6,000倍

チャノミドリヒメヨコバイ 6,000倍

おうとう

ハダニ類 4,000倍

２回以内 ２回以内

ショウジョウバエ類
カメムシ類

3,000～
4,000倍

キウイフルーツ
カメムシ類

クワゴマダラヒトリ
3,000倍

未成熟とうもろこし ハダニ類 4,000倍
100～300L
/10a

（該当作物にかかる部分のみ記載）
＜使用上の注意事項の変更・追加＞
なし


